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Summary 
1n order to improve the bed logs used for growing Shiitake mushroom， the 
characteristics of bark and wood in Quercus serrata were investigated using 
trees of about 10cm in d. b. h.， and the characteristics of bark form and the 
variations of bark characteristics within individual， among individuals， and 
among localities were studied. 
The bark form of Q. serrata was divided into five types， and the charac-
teristics of each type were compared. The type of bark form， the thickness 
of bark， the percentage of split parts in the bark surface， the percentage 
of heartwood， etc. changed continuously from the lower part to the upper 
part in a stem. The thickness of outer bark at the convex part， the thickness 
of inner bark， and the percentage of split part in the bark surface increased 
with increasing stem diameter and stem age， but the thickness of outer bark 
at split part was constant regardless of an increase of stem diameter. 
It was recognized that there were significant differences in the percentage 
of occurrence of each bark type， the thickness of outer bark， the length of 
split part in the bark surface， etc. according to localities. Regarding the 
individual variation of bark characteristics， the variation in the thickness of 
outer bark was most remarkable. 
It is thought that the rapidity of growth， .the straightness of stem， the type 
of bark form， the thickness of outer bark， and the type of cleavage of bark 
are important characteristics for improving bed logs for Shiitake mushroom. 
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シイタケは特殊林産物のなかで特に収益性が高く，しかも短期間に現金収入をあげる乙とができ，
また価格も比較的安定しているので，年々生産量が増加し，いまや1，300億円産業に発展した。我が
国におけるシイタケ栽培用原木の需要量は年間約200万ぽといわれているが，近年林種転換による広
葉樹林の減少，既存広葉樹林の質的低下などによってシイタケ用原木は不足し，シイタケ生産者の間
では原木の安定的供給を望む声が強く出ている。林野庁及び都道府県においては，シイタケ原木林の
造成について種々施策を講じているが，原木対策はこれからというと乙ろである。
シイタケ原木としては，生長が早くて短伐期で収穫ができ，しかもシイタケの発生量が多いものが
要求されている。そのためには，既存の広葉樹林を施業的に改善すると共に育種によって，より優れ
たものを育成する必要がある。コナラ，クヌギはシイタケ原木として最も優れた樹種で原木林の造成
に多く用いられているが，新たに原木林を造成する場合には改良品種を造林する乙とが望ましい。シ
イタケ原木の育種事業は昭和53年度から実施され 55年度末現在681本の精英樹候補木が選抜され
ているの。シイタケ原木の育種の方法としては，まず天然林から優良木守選抜して採種闘を造成し，種
子を生産して造林に用いる乙とになるが，シイタケ原木育種は建築用材などの育種と目的が大きく異
なり，シイタケの発生に関与する形質の改善という条件が入る。それ故，優良木の選抜にあたっては，
まずシイタケの発生に関係する形質について変異性を明らかにする必要がある。本研究は乙のような
目的のもとに，コナラ材の形質特に樹皮形態の変異について研究したものである。
本研究に際し，研究材料の一部を提供して下さった本学部職員西垣善雄氏に感謝の意を表する。ま
た原稿を校閲し，有益なと意見をいただいた財霞法人日本きのこセンター西尾幸弘氏に深く感謝する。
立材料と方法
1.供試材料
供試材料は，岡UJ県真庭郡川上村鳥取大学蒜山演習林(標高670'"'-'770m，黒色火山灰土Blc'"'-'BID
型)，鳥取県岩美郡国府町英歎(標高130'"'-'150m，褐色森林土BD(d)型)及び同県盟府町雨滝(標高
67 0'"'-'700 m ，褐色森林土Bc'"'-'BD型)の三つの地区で、採取した。鳥取大学蒜山演習林のコナラ林は，
樹齢25'"'-'40年，胸高富径8'"'-'14cm，樹高8'"'-'15mで，大部分は単幹で，実生及び萌芽更新で成立し
た林のようである。生長はあまり良くなかった。国府町美歎のコナラ林は，樹齢16年，胸高直径8'"'-'
15cm，樹高8'"'-'12mで，ほとんどが複幹で，萌芽更新によって成立した林である。生長は比較的良
好であった。国府町雨滝のコナラ林は，樹齢約30年，胸高直径7'"'-'l1c限，樹高6'"'-'12 mで，ほとん
どが単幹で，生長はあまり良くなかった。これらのコナラ林から胸高富窪10cm前後のものを選出して，
試料を採取した。
まずコナラ材の形質の個体内変異をみるために，鳥取大学演習林で10本，閤荷町美歎で11本を地
シイタケ原木育穣の基礎となるコナラ揺皮の形賓の変巽 (29) 
上0.2mで、伐倒し， 1.5m関捕で幅10cmの円板を採取した。伐倒木には生長の良いものとやや悪いもの
とが含まれていた。
次l乙樹皮及び材の形質について個体関及び林分間変異を調査するために，蒜山演習林で3林分から
合計61本，国府町美歎で30本，国府町雨滝で60本から試料を採取した。試料は胸高誼径10cm前後
( 8'"'-' 12cm)の立木から採取し，胸高付近の幹の一部をの乙で切り取って供試材料とした。
2.方法
コナラ材の形質の個体内変異の調査は，採取した椙10cmの円板について行い，材部車径(樹皮を除
く材部の車径)，心材麗径，年輪数，割裂数，割裂長，割裂部面積，凸部及び凹部外樹皮厚及ひ内樹皮
淳を測定した。割裂の調査は，長さ 1cmfJ，上の
ものを部裂とし，幅10cmの円板上のすべての割
裂数と割裂長を測定して合計した。割裂部面積
の測定は， 10cm幅の透明ビニール布を採取した
円板に巻きつけ，害j裂部をトレースして黒くぬ
りつぶし，自動面積計で測定した。外樹皮厚，
内樹皮揮の部定は，コルク皮膚から外側を外樹
皮，内側の形成層までを内槌皮とし，出部と凹
部(割裂部)f乙ついて実体顕微鏡を用いてマイ
クロメーターで10か所ずつ測定し，平均値をと
った(国1)。これらの測定値をもとにして，割
裂間賠，割裂率及び割裂密度を次の式によって
計算した。
円周長
割裂数
割裂部面積害日裂率~--~，.--， x 100 (%) 
表面積
割裂間隔= (cm) 
?
? ??? ?? ?? ? ?
? ????? ?
田部
↓ 
凸部
↓ 
図1 コナラ樹皮の模式図
個体聞及び林分間変異の調査は，現地で胸高富筏，樹高，胸高位置における円周上の割裂数及び割
裂長 (5本測定)を測定した後，胸高付近の幹の一部を採取して持ち帰り，凸部外樹皮車，凸部内樹
皮厚及び最近5年間の年輪幅を実体顕微鏡及び読取り顕微鏡で測定した。
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国結果と考察
1. 樹皮裂の分業震と特識
樹皮型の分類は，安盛ら 6)の基準にしたがって次のごとく分類した。
A.オニ肌:樹皮が厚く，部裂は深くて大きい。クヌギの樹皮に似る。
B.イワ肌:樹皮は厚く， ~J裂は少ないが深い。クリの老木の樹皮に似る。
C.チワメン肌:オニ肌に似るが，割裂は細かく，浅い。チリメン状を呈する。
オニ肌
サクラ肌
チワメンllfL
図 2 封皮形態の変異
a .外樹皮. b :内授j皮，
木部。
私四~ゐ叩占白~
o 5(mm) 
D.サクラ肌:サクラの若木の樹皮に似て割
裂は少なく，平滑である。
E.フツウ肌:上記のいずれにも分類し難い
もので，最も一般的なもの。
それぞれの樹皮型の外観及び内部構造を写真
1 ，鴎 2f乙示す。採取した円較を樹皮型別に分
類して各形質について測定した結果は表1のと
おりである。また，胸高直径10cm前後の立木に
ついて，胸高位置における樹皮形態を林分別に
調査した結果は表 2のとおりであるO 樹皮の厚
写真 1 コナラ材における樹皮形態の違い
B 左から右へオニ1lfL.イワ1lfL.
フツウ1lfL.サクラllfLの幹を7ftす。
シイタケ原木育種の基礎となるコナラ樹皮の形質の変異 (31) 
表 1 樹皮型別各形質の変異
材部 樹皮}学 (mm) 害j裂 容j裂
樹皮型 直径 凸 部 出 部
苦手i裂長
間隔
書j裂率
密度
心材率
(cm) 外~1皮 内総皮 樹皮厚 外樹皮 内樹皮 樹皮厚 Ccm) (cm) (%) (cm/cm') (%) 
オニ飢 12.7土3.03.2土1.03.8:10.9 6.9土1.20.7土0.1 2.6土0.83.3土0.916.5土4.222土0.557.1土7.40.6士0.4 1.3土6.3(23.6) (31.3) (23.7) (17.4) (14.3) (30.8) (27.3) (25.5) (22η (13.0) (6.7) 05.3) 
イワ肌 9.4二七1.62.0土0.73.6土0.7 5.6土1.00.7土0.1 2.2土0.4 2.9ゴニ0.415.2士3.82.4二七0.645.1土9.30.5:10.1 34.8土10.3(17.0) (35.0) (19.4) (17.9) (14.3) 08.2) (13.8) (25.0) (25.ω (20.6) (20.0) α9.6) 
フツウ肌 8.6二七2.41.4土0.63.5土0.64.9土0.90.7土0.1 2.4土0.63.0土0.612.2土3.42.5土0.534.2土7.60.5土0.112.8土12.3α7.9) (42.9) 07.1) (18.4) (14.3) (25.0) (20.0) (27.9) (20.0) (22.2) 20.0 (96.1) 
チリメン肌 6.5土2.80.7土0.23.4土0.4 4.1土0.50.5土0.1 2.2土0.62.8土0.6 4.9土1.31.0土0.132.3土4.80.8二七0.2 1.5土2.9(43.0) α8.6) (11.8) (12.1) (20.0) α7.3) (21.4) (26.5) 00.0) 04.9) (25.0) 093.3) 
サクラ肌 5.9:12.2 0.4こtO.22.9土O目73.2土0.90.6土0.22.0土0.52.5土0.5 5.9土1.54.8土3.710.1土7.20.3土0.1 3.1土6.0(37.3) (50.0) (24.1) α8.1) (3.3) (25.0) (20.0) (25.4) (77.1) (71.3) (33.3) (193.5) 
備考:伐倒木の丹板を樹皮恕7lIHζ分類して変異を調べたもの。()内は変異係数を示す。
表 2 林分5J1J，樹皮裂5JIJ各形質の変異
平 均 樹平 均高 平均
凸部樹皮厚
苦手i裂長 部裂樹皮型 林分 胸高直径 年輪幅
外(樹mm皮) 内樹皮 全体
筒筒
(Cm) (m) (mm) (mm) (mm) (cm) (cm) 
蒜 l幻 10.9 9.6 1.4土0.9 3.3土1.1 4.1土0.2 7.4土1.1 18.2土3.4 2.7土0.3
オニ肌
雨滝 9.6 10.0 1.4二七0.6 2.9土1.4 3.8土0.6 6.7土1.8 14.1土4.1 2.3土0.4
蒜山 10.6 8.6 2.3土0.6 2.1土0.8 4.3土0.7 6.4土1.0 16.4土2.8 3.0土0.4
イワ飢
雨滝 9.4 10.9 1.4土0.4 2.2土0.7 3.6こと0.6 5.8土1.0 14.3土4.3 2.6土0.4
蒜山 10.6 9.0 2.1土0.6 1.6土0.6 3.7土0.5 5.3土0.8 14.9土2.6 2.8土0.4
フツウ肌 雨滝 8.8 9.2 1.4ごと0.8 1.5土0.5 3.3土0.4 4.8土0.8 10.0土1.7 2.3士0.5
き定 歎 9.9 9.5 2.3土1.2 0.9 :10. 3 3.6土0.7 4.5土0.8 9.8土2.0 1.7士0.4
蒜山 9.0 8.9 1.6土0.8 0.6土0.2 3.2ま0.7 3.8土0.6 6.5土1.5 4.1士1.8
サクラ肌 雨滝 8.0 8.6 1.1土0.6 0.6土0.3 3.2土0.6 3.8土0.7 6.2ごと0.9 3.9土1.8
三度 歎 8.7 9.3 2.li: 1.3 0.3土0.1 3.4土0.6 3.7土0.6 5.2土1.8 3.0土2.1
チリメン肌 美歎 8.9 8.8 1.5土0.4 0.7:t 0.2 3.4土0.4 4.1土0.5 4.9士1.5 1.0土0.2
備考:胸高位置における樹皮形態の変異を示す。
さは凸部と凹部とで差があり，凸部が凹部よりも厚い。凸部樹皮厚はオニ肌，イワ肌が厚く，チリメ
ンHJL，サクラ肌が薄い。 ζれは外樹皮が前者が厚く，後者が薄いためである。内樹皮厚はオニ肌が最
も厚く，サクラ肌が最も薄いが，外樹皮ほど顕著な差はみられなし、。次に害IJ裂形態についてみると，
割裂長はオニ肌，イワ肌が長く，サクラ肌が短い。割裂間摘はチリメン肌が最も狭く，サクラ机が最
も広い。書IJ裂密度は逆にチリメン肌が最も密で，サクラ肌が最も謀である。都裂率はオニ肌，イワ肌
が大で，サクラ肌が小さい。オニ肌では，割裂部の面積が全表面積の50%以上を占めている。心材率
はオニ肌が最も高く，イワ肌，フツウ机の1興ζ低くなり，サクラ肌，チワメン肌では心材がほとんど
みられない。
各樹皮型の特徴をとりまとめると，次のようである O
オニ肌，イワ肌は外樹皮が厚く，比較的幅の広い長い割裂が存在し，部裂部の面積が大きい。チリメン
EB嘉輔脇橋詰隼人(32) 
肌は外樹皮が薄く，鰹い割裂が高い密度で存症し，サクラ肌は外樹皮が最も薄く，短い観裂がまばらに
フツウ肌は外槌皮厚，割j裂長，割裂率I乙関してオニ肌とサクラ肌の中間的な値を示した。存在している。
「桜肌」はよく子実体が発生コナラの樹皮形態とシイタケの子実体発生量とは密接な関係があり，
するが「岩肌や鬼肌」の原木は発生量が極めて少ないといわれているえ外樹皮が厚いと子実体原基
また樹皮を破って外に出にくいと考えられるので，子実体の発生最は少ない。サクができにくくべ
しかも凸部と田部とで外樹皮の厚さにほとんど差がないのラ肌，チリメン肌のものは外極皮が薄く，
でどの部分からも平均的に子実体が発生し，子実体の発生量も多い。外樹皮の厚いものでは，子実体
チリメンtmのものは外は外樹皮の薄い割裂部(凹部)から多く発生する傾向にあるといわれており，
オ乙れに対して，シイタケ原木として最も適していると考えられる。樹皮が薄くて割裂密度が高く，
イワ肌のものは凸部の外樹皮が著しく厚く，一般に子実体は樹皮の薄い害i裂に沿ってのみ発生ニ肌，
し，発生量は少ない。オニ肌，イワ肌の原木では，外樹皮の薄い割裂部の面積は50%前後で，子実体
の発生I乙貯適な表面積がサクラ凱，チリメン肌に比べて著しく少ない。子実体の発生に関与する樹皮
の条件としては，外樹皮の厚さと割裂率が重要であると思われる。
各種形質の個体内変異2. 
1本の木の胸高富箆10crn前後のコナラ材について各種形質の個体内変異を調べた(図 3，表3)。
幹における樹皮型の分布をみると(図3)， 
~才ニ飢
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圃フツウ航
巴ヨサクラ肌
Eヨチザメン肌
イワ肌が多く，中地際部から下部にオニ肌，
蒜山
チリメ部氏移行するにしたがってフツウ肌，
(m) 
9.2 
7.7 
6.2 
4.7 
3.2 
1.7 
美歎
(m) 
13.7 さらに中部から上部l乙かけてン肌が出現し，
12.2 サクラ肌が現れ，先端部は全部サクラ肌とな
る。凸部外樹皮厚，凸部内樹皮厚及び割裂率
10.7 
測
定
位
置
は幹の下部から上部へ地上高が高くなるにし
9.2 しかし，割裂間簡はたがって漸次減少する。
7.7 ????幹の上部のサクラ臨の部分で広くなる。心材
6.2 率は幹の下部が最も大で，上部にゆくにした
がって減少する。
4.7 
次I乙材部誼径(樹皮を除く材部の藍径)及
3.2 
ぴ材の年齢と各種形質との関係について調べ
1.7 た(国 4....14)。樹皮型との関係についてみ
0.2 0.2 ると，車径6crn以下の小径材で、はサクラ肌，チ
.----r一「寸-，--， ..，一回「寸-，-，
o 2040ω80 100 0204060801∞(%) リメン肌が多く出現し，材部直径が増加する
率
樹皮形態の個体内変異
現出
図3
オニ肌が増加した。蒜
山の林分では，イワ肌は直箆6c回以上で，オニ
にしたがってイワ肌，
シイタケ原木育種の基礎となるコナラ樹皮の形質の変異
表 3 各種形質の偲体内変異
地上高 ( m) 
形質 林分
0.2 1.7 3.2 4.7 6.2 7.7 9.2 10.7 12.2 
蒜山l12.2 9.1 8.1 6.8 5.8 4.6 3.4 
幹直径 蒜山213.2 10.6 9.6 8.9 8.2 7.3 6.3 4.9 3.9 cm) 
美歎 14.8 9.9 8.4 7.5 5.6 4.2 3.6 
凸部外 蒜山1 2.6 1.9 0.8 0.6 0.5 0.3 0.3 
樹皮厚 蒜山2 3.5 3.0 2.0 1.4 1.4 0.9 0.7 0.5 0.3 
(mm) 美歎 1.4 0.6 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2 
凸部内 蒜山l 4.1 3.8 3.6 3.4 3.4 3.3 3.0 
樹皮厚 蒜山2 3.5 3.1 3.0 3.3 3.2 3.3 3.1 2.8 3.0 
(mm) 美歎 4.1 3.1 2.9 3.0 2.3 2.1 1.7 
凸部 蒜山1 6.7 5.7 4.4 4.0 3.7 3.6 3.3 
樹皮厚 蒜山2 7.0 6.1 5β 4.7 4.6 4.2 3.8 3.3 3.3 
(mm) 美歎 5.5 3.7 3.3 3.3 2.5 2.3 1.9 
苦手j裂 蒜山l 1.6 1.6 2.0 3.4 2.6 2.0 10.2 
潤稿 蒜山2 2.1 2.1 2.2 2.0 2.6 2.9 2.8 4.4 5.4 
(cm) 美歎 1.9 2.2 2.6 3.3 3.5 6.9 8.5 
蒜山157 56 42 27 17 9 
苦手j裂率 蒜山252 53 49 36 33 24 21 15 9 (%) 
美歎 48 35 27 23 17 10 3 
容密(cjM度d裂) 
蒜山10.51 0.49 0.50 0.37 0.30 0.35 0.08 
蒜山20.42 0.46 0.49 0.46 0.39 0.35 0.36 0.37 0.31 
美歎 0.59 0.54 0.51 0.50 0.47 0.30 0.12 
蒜山132 34 26 13 3 。
心材率 蒜山242 I 47 40 I 36 30 I 18 I 2 I 1 I 0 (%) 
美歎 18 I 13 10 I 6 。
|平均鳴 平直均径胸(c高m) 森山 1及び蒜山 2は
備考 蒜山1 10.0 10.7 
5本の平均値を，美
蒜山2 14.7 12.4 歎は1本の平均値を
美歎 10.2 11.4 
示す。
(本)
20 蒜山
出 15
現 10
数 5
10 20 30 40 50 (年 10 20 30 (年)
材の年齢
図5 材の年齢と各樹皮裂の出現数との
関係。 符号は図4と同様である。
(33) 
(本)10~ 森山
8 
出
6 
現
数 4 
2 
。
(本)。 5 
????????
?
? ?? ?
10 15 20 (cm) 
材部覆筏
出
8 
6 
現
4 
数
2 
。
材部霞径
図 4 材部直径と各樹皮型の出現数との関係
肌は 7cm以上で、現れ， l1cmfんとになると全部イ
ワ凱またはオニ肌になった。しかし，美歎の林
分では材部直径10cm以上で、もサクラ肌，チリ
メン肌が出現し，材部直径と樹皮型との関係は
林分によって異なるようであった。材の年齢と
樹皮型との関係は，若齢のときはサクラ肌が多
く，年をとるにしたがってイワ肌，オニ肌が増
加した(国 5)。蒜山の林分では， 30年生以上
になると全部がイワ肌またはオニ肌になってい
る。
次l乙樹皮の厚さについてみると，凸部樹皮厚，
凸部外樹皮厚は材部直径または材の年齢の増加
に伴って増加した(国6---8)。特にキノコの
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発生と密接な関係のある凸部外樹皮厚は，蒜山。
の林分では材部直僅8cm以上で，美歎の林分で
40 
(年)
30 20 
材の年齢
は14cm以上で、語、に厚くなった(函7)。材の年材の年齢と凸部外樹皮厚との関係図8
齢との関係については，蒜山の林分では20年生
以上で，英歎の林文では18年生以上で凸部外樹皮摩が厚くなった(図的。問部外樹皮厚は 1mm以下
で凸部に比べて薄く，また材部直佳の大小と無関係に一定の値を示した(図的。内樹皮阜は材部車
窪の増加に伴って緩やかに増加した(図10)。害IJ裂率は材部誼径の増加に伴って緩やかに増大したが
10cm以上の中径材で(図11)，割裂間関は直笹10cm以下の/J怪材で、は藍径の増加に伴って減少し，
はほぼ一定の{直になった(図12)。割裂密度についてはバラツキが大きく，一定の傾向が認められな
かった(園13)。心材率は，蒜山の林分では材部直径10cmまでは直径の増加に伴って増加し， 10cm以
上になると 40%前後でほぼ一定になった。他方，芙歎の林分ではバラツキが大きく，一定の傾向がみ
(35) シイタケ原木育種の基礎となるコナラ樹皮の形質の変奥
られなかった(図14)。
1本の木において幹の形態は根元から梢端まで同じではなく，漸次変化する。地際以上のごとく，
イワ肌の形態を示すが，上部に移行するオニ凱，部の幹は樹皮，特に外樹皮が厚く，割裂率が大で，
フツウ肌，サクラ肌に漸変する O 原木に最適とされているサクラ肌，にしたがって外樹皮が薄くなり，
チリメン肌のものは材部直接が比較的小さく(蒜山では 6cm以下，美歎では 9cm以下)， 15-----20年生
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(36) 橋詰隼人・脇田嘉繍
以下の樹齢の若いものに多いといえる。原木の
径級とシイタケの子実体発生霊とは密接な関係
があり，単位材積当たりに換算すると小径木ほ
ど発生量が多い。これは細い原木は「桜肌の原
木」が多く，子実体の発生に適当な樹皮面積が
大きくなるからであるとされている九
以上のように樹皮型，樹皮の厚さ，割裂率な
どは 1本の木の中で部位によって変化し，また
窪級や年齢によって変化する。したがって，個
体間変異や林分間変異を調べる場合には，髄
部{立，径級，樹齢などをなるべく一定にして調
べる必要があると思われる。
3. 各種形質の個体問及び林分間変異
(%) 
60 
40 
J心 20
材 。
率
60 
40 
20 
。
4 
ま草山
ハ。。。も o 0。 υ
n~ CP @O 00 0 
<oo--00 。。 o'G3V
。。。も《
g g， 
q戸08
美歎
OV 
。
og dL 08 
6oOO。
0000 0 
6 8 10 
。
CP 
。
ー
o 0 00 
rL-..， 
12 14 
材部直径
。
16 
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18 
(cm) 
胸高直径10cm前後の立木について胸高位置における形質を比較した。調査結果は表 4，図15----18
K示す。
まず揺皮型の出現状祝についてみると，蒜山と雨滝の林分では，フツウ肌の出現率が最も高く，次
いでイワ肌またはサクラ百九が多かったが，美歎の林分ではサクラ肌が最も多く，次いでフツウ肌が多
かった。シイタケ子実体の発生量が多いといわれているサクラ肌，チワメン肌の出現率は，蒜山で平
均 15%，雨滝で25%，美歎で63%であった。各樹皮型の出現率について統計学的に検定を行った結
果，蒜山と雨滝との間には有意な差は認められなかったが，美歎と蒜山または雨滝との関にはイワ肌，
サクラ肌及びチリメン肌について 1%または5%水準で有意差が認められた。つまり，美歎の林分は
表 4 林分別樹皮形態の変異
供試木 樹皮型別出現数(率)
平年輪均領
凸部樹皮fW.
塁手j裂長 関間i裂隔標高 土壌型 樹齢 平均腕
林 分 高直筏 オニ イワフツウサクラチワメン 合計 外(車m寄m皮rlP守(m樹m)皮全(m.体) (rn) (年) (cm) 肌肌肌肌飢 (mm) (Cm) (cm) 
5 12 34 9 。61 2(2土2071)5 1(75士29O)B 32土且75(52土a612) 14(2ω土4)2 3.0土0.9時事琢 山 670~770 BIc--Bld 25~40 10.4 (9.8) (19.7) (5.7) (14.8) (0.0) (10.0) (18.4) (30.0) 
5 15 25 15 自 60 1.7士0.51.5土0.93.4土0.54.8土1210.3土4.122士1.1筒 滝 670~7oo Bc~BD 約30 9.0 (且3)(25幼 (41.7) (25.0) (0.0) (10.0) (29.4) (60.0) (14.7) 。5.0) (3型且) (39.3) 。IG 15 4 30 3.0土1.10.6土0.43.5土0.64.1土02 6.9士2.92.3土1.7美 歎 130~150 BD(d) 平均16 9.1 (3.3) (0.0) (3.3) (50.0) (13.3) (100ω (36.7) (6.7) (17.1) (19.5) (42.0) (73.9) 
2 10 2 。15 2.4士0.512士0.83.7土0.75.5土1.314.5土4.73.3士1.4西ノ谷・北斜街 750~770 Blc~Bld 30~40 10.9 (13.3) (6.7) (6.7) (13.3) ね0)(10.0) (20.8) (4.4) (18.9) (23.6) 。2.4) (42.4) 
3 3 7 2 。15 1.6士0.31.8土0.63.6土也65.6士1.115.8土423.0土0.9蒜山 西ノ:谷・街斜面 750~770 BIc~Bld 30~40 10.4 (20.0) (20.0) (46.7) (13.3) (0.0) (10.0) (18.8) (3.3) (16.7) (19.6) (30.4) (30.0) 
1 8 17 5 。31 2.3士0.41.7土1.03.9士乱75.5土1.4132士3.42.9士0.5天谷・南斜面 670~680 Blc~Bld 車e)25 10.1 (32) (252) (542) (16.1) (0.0) (100.0) (17.4) (58.8) (17.9) (25.5) (25.8) (17.2) 
備考:( )内は出現率及び変異係数を示す。
(37) シイタケ原木育種の基礎となるコナラ樹皮の形質の変異
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図15 平均年輪憶と凸部樹皮厚との関係
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図16~18の符号は図15と同様である。
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木が多いという結果が得られた。
間次に樹皮の形質について比較すると，内樹皮
3 隠厚については三つの生育場所及び蒜山の 3林分
2 簡に大きな差は認められなかった。しかし，外 。
8 樹皮厚は美歎が著しく薄く，また美歎では害iJ裂 。
乙長，割裂間隔が他の林分に比べて短かった。 。チリメン肌の木れは美歎の林分にはサクラ肌，
6 (醐)3 4 
平均年輪幅
図18 平均年輪隠と割裂間隔との関係
2 
が多いためである。樹皮形質の個体間変異につ
いてみると，外樹皮厚の変異係数は各林分とも
(38) 橋話集人・脇悶嘉繍
{直が大きく，バラツキが大きいζ とを示した。割裂長，害リ裂間簡については，美歎の林分でバラツキ
が大きかった。心材の多い少ないはシイタケ麗糸の発育と関係があり，シイタケ原木としては心材部
の少ないものが良いとされている。本調査では円板を採取しなかったので、心材率について僻体間，林
分間変異を明らかにする ζ とができなかったが，伐億i木の調査では(図14)，美歎産のコナラは蒜山
産のコナラよりも心材率が少なかった。生育場所はよって心材率に差があるものと思われる。
次lζ幹の直径生長と樹皮の形態との関係について干錯すした。樹木を伐採する乙とができなかったの
で，胸高位置における最近5カ年閣の平均年輪幅と各形質との相関関係をみた(図15....18)。生育場
所別にみると，平均年輪幅と凸部外樹皮厚，凸部内樹皮厚，艶裂長及び割裂間隔との閤には相関関係
はみられなかった。しかし，三つの生育場所を込みにしてみると，平均年輪幅と凸部外樹皮厚との間
に負の相関関係が認められた (r= 0.284であったが， T-検定 F 検定の結果 1%水準で有意であ
った)0 伐倒木の調査によると，胸高誼径10cm前後のもので蒜山産のコナラの幹の年平均生長量(伐
根を除く)は0.0016m'であったが，美歎のそれは0.0028m'で約2倍生長が良かった。また最近5カ
年間の平均年輪幅も英歎が最も広かった。外樹皮厚は前述のごとく美歎が他の林分に比べて著しく薄
く，生長の良否と樹皮の厚さとは無関係ではない。両者の関係についてはなおくわしく研究する必要
があるが，間一林分内でも生長が良くて外樹皮の薄いものが認められ，今後選抜育種を進めてゆくよ
に重要なヒントが得られた。
前述のCとく，美歎のコナラは生長が良くて樹皮が薄いが，蒜山や雨滝のコナラは生長が悪く，樹
皮が厚かった。前者と後者について生育場所の立地条件を比較すると，土壌型については大きな差は
ないが，標高が著しく異なる。美歎の林分は平地部にあるが，蒜山及び雨滝の林分は標高 670........770
mの高所でコナラの分布上限にあり，乙の標高の違いが生長や樹皮の形質l乙大きな影響を及ぼしたも
のと思われる。
4.考察
シイタケ原木の育種を進めてゆく場合，優良木の選抜基準として，①生長が早いこと，②形質が優
れている乙と(幹が通護で分岐していない乙と)，③樹皮が子実体の発生l乙適している ζと，の三つ
の条件があげられるML生長が早いζとは原木不足の幸情から考えて欠かせない育種目標である。ま
た幹の通直性は植菌その他諸作業の能率をあげる上に必要な条件である。更に子実体の発生Iζ関与す
る原木条件が重要で，材の窪級，樹皮厚，材質，心沖;;f率などが子実体の発生量や品質に影響を及ぼす。
乙れまでの研究によると，コナラの原木としては中央直径6""14cmのものが最も優れており，また樹
皮の比較的薄いサクラ肌の原木は子実体の発生霊が多いといわれている。そ乙で，原木育種の方向と
しては，幹の生長が良くて，通置でサクラ凱の木を探す乙とになる。しかし，本研究の結果によると，
コナラの樹皮型，樹皮の厚さなどは幹の大きさ及び年齢によって変化し，車荏が小さくて幼齢のとき
は樹皮が薄くて割裂が少なく，全部がサクラ肌であるが，直径が大きくなり壮齢または老齢木になる
と樹皮は惇くなり，割裂が顕著になって，いわゆるオニ肌またはイワ肌になる。したがって，壮老齢
シイタケ原木育援の基礎となるコナラ樹皮の形震の変異 (39) 
木にはサクラ肌の木はみられなし、。シイタケ原木の採材率について研究したところによるとへコナ
ラでは樹齢12-----18年生で，車径12-----14cmぐらいのものから優良原木を最も効率よく採材すること
ができる。しかし，コナラの生長は立地条件の違いによって著しく差があり，年齢よりも胸高直径を
基準にして，胸高誼径10-----15cmの利用佳級l乙達したものの中で生長が良くて外器皮の薄いものを優
良木として選抜すればよいと患われる。
本研究の結果によると，各樹皮型の出現率，樹皮の厚さ，害日裂率などは生育場所によって差があり，
美歎の林分ではサクラ肌のものが多く出現し，蒜山や雨滝のものに比べて外樹皮が薄く，割裂が少な
かった。コナラの生長は美歎が他の林分I乙比べて良く(美歎では15年生で利用径級に達したが，蒜山
では25---30年生にならないと利用径級に達しない)，サクラ肌の出現率ゃ樹皮の厚さは生長の良否
と関係があるように思われる。原木育種を進めてゆく場合には，乙れらの形質が遺伝性を持っている
ということが重要である。コナラの樹皮形態は樹齢，径級などによって変化するばかりでなく，立地
条件によっても樹皮の摩さ，皮肌などが異なるという。一般に壮齢木，生長の悪い木，高海抜地の日
写真 2 コナラ林における各種樹皮形態の出現状況
A:オニ肌.B ‘イワ1liL， C:フツウ肌.D:チ
，)メン1liL.E~F: サクラ肌， G サクラ肌の株，
H:サクラ飢とフツウ肌の混交株。
(40) 僑話集人・脇田嘉翰
当りの悪い北斜面の木などは樹皮が厚く，オニ肌，イワllJ1が多いといわれている。しかし，同齢林でも
樹皮型や樹皮の厚さについてかなりの変異がみられ，美歎の萌芽林では1つの株で全部がサクラ凱のも
のやサクラ肌とフツウ肌の混交したものなどがあった(写真2)。胸高直窪10cm以とのものでもサクラ
机があり，樟j皮型や樹皮の厚さなどは遺伝性が全くないとはいえないと思う。樹皮型別に増殖して遺伝
性を確かめるとともに， ml皮形質の発現と立地条件との関係について研究する必要があると思われる。
N 総 括
胸高誼径10cm前後のコナラ材について樹皮及ひe材の形質を調査し，樹皮形態の特徴，樹皮形質の担
体内変異， {間体間変異，林分開変異などを明らかにした。本研究の結果は次のとおりである。
1. コナラの樹皮形態を五つのタイプに分類して，それぞれの特徴を明らかにした。オニ肌，イワ
肌の材は外樹皮が惇く，害iJ裂長が長く，害日裂率が大であった。サクラ肌の材は外樹皮が薄く，害iJ裂は
短く，割裂率は小さかった。チリメン肌の材は外樹皮が薄く，短い割裂が比較的密に存荏した。
2. 樹皮型，樹皮の厚さ，割裂率，心、材率などは l本の木の中で幹の下部から上部へ連続的l乙変化
した。幹の下部にはオニHJL，イワ凱が多く，上部にはサクラ脱が多く出現した。サクラ肌，チリメン
脱は，材部直径6....9cm以下の小佳材，または15....20年以下の若齢のものに多く現れ，材の直径及
び年齢が増加するにしたがってオニ肌，イワ肌の出現率が増加した。凸部外樹皮厚，内樹皮厚，割裂
率などは材の直径または年齢の増加に伴って増大したが，特l乙凸部外樹皮摩の変化が顕著であった。
田部外樹皮厚(害IJ裂部)は 1mm以下で、薄く，材の直径の大小と無関係に一定の値を示した。
3. 生育場所によって各樹皮型の出現率，外器皮厚，割裂長，割裂間隔などに差異がみられた。蒜
山と雨滝の林分ではフツウ肌の出現率が最も高く，美歎の林分ではサクラ肌が最も多く出現した。チ
リメン肌の出現率は一般に低かった。英歎のコナラは他の二つの生育場所に比べて外樹皮が薄く，割
裂長，害iJ裂間舗が短かった。生長と樹皮の形質との関係については，生長の良い美歎のコナラが生長
b悪い蒜山及ひe雨滝のコナラlζ比べて外樹皮が薄かった。また同じ林分内において生長が良くて外樹
皮の薄いものが認められた。樹皮形質の個体閤変異については，外樹皮摩の変異が最も大きかった。
4. 生長の迅速性，幹の通車性，樹皮型，外樹皮摩，樹皮の割裂性などはシイタケ原木育種を進め
る上lζ重要な形質であり，乙れらの形質の改良は可能であると思われる。
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